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本資料に記載された意見や予測などは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものです。
様々な要因の変化により、実際の業績や結果とは異なる場合があることをご承知おきください。
尚、2011年1月1日付で子会社化した株式会社レリバンシー・プラスは、2011年9月期（第14期）第2四半期決算より連結対象と
なっております。このため、第14期決算には、同社決算の9ヶ月分を取り込んでいます。

IRに関するお問い合わせ窓口
TEL：03-3596-8700 FAX：03-3596-8145 MAIL：ir@irep.co.jp

ホームページのご案内
コーポレートサイト http://www.irep.co.jp/ ＳＥＯ情報サイト http://www.alphaseo.jp/
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1. 連結決算概要
（2013年10月1日～2014年6月30日）

3



Copyright(C) 2014 IREP Co., Ltd. All Rights Reserved.

2013年9月期
3Q

2014年9月期
3Q

対前期比

売上高 34,806 40,433 16.2%

売上総利益 3,566 3,738 4.8%

販管費 3,024 3,329 10.1%

営業利益 542 409 -24.5%

経常利益 560 401 -28.4%

当期純利益 335 230 -31.3%

2014年9月期 第3四半期（累計）：連結業績実績

（単位：百万円）

4

（率）

（率）

（率）

（率）

（率）

（10.3%）

（1.6%）

（1.6%）

（1.0%）

（8.7%）

（9.2%）

（1.0%）

（1.0%）

（0.6%）

（8.2%）

引き続き売上が堅調に推移。
一方、販売管理費の増加を吸収するだけの売上総利益の確保に至らず減益。
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2014年9月期 連結業績予想（通期）の修正

（単位：百万円）
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期初予想と比較して広告事業が堅調に推移していることから売上高を上方修正。
一方、利益面は売上総利益率の低下により下方修正。
·主に売上高成長率に応じて決定される広告仕入条件において、当初想定を下回る見通しと
なったことによる影響（外的要因）が約2/3。

·スマートフォンアプリプロモーションの収益化やソリューションの拡大が、
想定よりも遅れた事による影響（内的要因）が約1/3。

前回発表予想
（Ａ）

今回修正予想
（Ｂ）

増減額
（Ｂ－Ａ）

増減率
（％）

前期実績
（2013年9月期）

売上高 52,176 54,500 2,324 4.5% 47,390

営業利益 1,004 510 -494 -49.2% 950

経常利益 1,010 500 -510 -50.5% 967

当期純利益 611 280 -331 -54.2% 584

1株当たり
当期純利益

22.31 10.22 - - 21.35
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2. 取組むべき課題
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V強みを持つ領域での取組みを引き続き推進してトップポジションを強固なものにすると
ともに、事業効率を向上させるためのシステム・体制強化に積極投資。
V成長が期待される領域での取組みスピードを上げ、収益機会をいち早く、確実に捉える。
V主要媒体社との戦略的な取り組みを強化することで、関係性を強固なものにすると
同時に仕入条件の改善に努める。

以上により、トップラインを更に伸長させるとともに売上総利益率の改善を目指す。

アイレップの注力領域 広告代理ビジネス

取組むべき課題 （アイレップの注力領域）

500
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ダイレクト系大型クライアント※1顧客軸

デバイ
ス軸

商品軸

ナショナルクライアント※2、
グローバル、SMB ※3

PC スマートフォン

サーチ※4
運用型ディスプレイ広告

DSP、アドネットワーク、ソーシャル、動画 等

強みを持つ領域 優位性を活かせる成長領域
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強みを持つ領域は継続的・安定的に成長

8
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0
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長期契約企業の1社当たり取引額（12か月） 長期契約率（右軸）

12/9期4Q～
13/9期3Q
（12/7月～
13/6月）

13/9期1Q～
13/9期4Q
（12/10月～

13/9月）

13/9期2Q～
14/9期1Q
（13/1月～
13年12月）

（単位：百万円） （単位：%）

約65%

13/9期3Q～
14/9期2Q
（13/4月～
14/3月）

約

70 %

13/9期4Q～
14/9期3Q
（13/7月～
14/6月）

アイレップの市場シェア アイレップの長期契約※率・取引額

運用型広告市場
約4,100億円

̈ ↄ
⁸ḹ

2013年

約

25 %

運用型広告市場は引き続き成長。ダイレクト系大型クライアントのニーズも旺盛。
PC・サーチは成長が緩やかに。

市場

優位性 Vアイレップは運用型広告に特化し強固な顧客基盤を保持。トップポジション



Copyright(C) 2014 IREP Co., Ltd. All Rights Reserved. 9

システム・体制強化で事業効率を向上

クオリティマネジメントセンター高知

課題

V運用型広告の運用の高品質化・効率化を実現するMarketia®（マーケティア）の
エンジン「Acquisio」を日本の媒体環境に合わせてローカライズ。媒体社との交渉は
済み、現在、2014年秋のメジャーバージョンアップに向けて開発中。

V運用に特化したオペレーションセンター「クオリティマネジメントセンター高知」が
2014年7月に開設。早期の業績寄不に向けて体制整備中。



Copyright(C) 2014 IREP Co., Ltd. All Rights Reserved. 10

アイレップのナショナルクライアントとの取引額（博報堂ＤＹメディアパートナーズ経由）

ナショナルクライアントの“マス広告予算のネットシフト”を背景に、ニーズは引き続き旺
盛。特に動画広告やディスプレイ広告等のリッチメディアとの親和性が高い。

0
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2,000
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3,000
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4,000

2013年9月期
3Q

2013年9月期
4Q

2014年9月期
1Q

2014年9月期
2Q

2014年9月期
3Q

（単位：百万円）

博報堂ＤＹグループの顧客基盤を活かす ナショナルクライアント

市場

優位性 Vアイレップはナショナルクライアントの基盤を持つ博報堂ＤＹグループ

優位性を基盤に
更なる成長を目指す

約

２倍

課題

成長を促進す
るための機動
的な人員配置
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好調なスマートフォン広告。中でも特に成長が期待されるアプリプロモーション。
ゲーム中心のダイレクト系クライアントのニーズが急速に顕在化中。
加えてブランド系ナショナルクライアントの潜在ニーズも大きい。

優れたツールと専門子会社で集中的に取組む スマートフォン

市場

優位性

V米国で実績のあるプラットフォーム「Fiksu」の国内独占的サービス提供権
V専門子会社「(株)ネクストフィールド」の設立
VPCで蓄積した広告運用力

2013年9月期
3Q

2013年9月期
4Q

2014年9月期
1Q

2014年9月期
2Q

2014年9月期
3Q

0

1

2

0 

50 

100 

スマートフォン関連 その他 スマートフォン関連広告 売上高（指数、右軸）

約30%

アイレップのスマートフォン関連広告※ 売上高比率・売上高（指数）

優位性を基盤に
成長を加速

35 %

以上

（単位：%） （単位：2013年9月期3Qを1.0として）

課題

日本の媒体環
境に適応する
「Fiksu」のロー
カライズ
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「Fiksu」は、優位性の高いスマートフォン アプリプロモーションプラットフォーム。
米国では700社以上の導入実績を持ち、Apple社公表の2013年売上ランク

トップ50アプリのうち40アプリをサポートした実績を持つ。

Fiksu・アイレップグループの特徴

ユーザーデータを
リアルタイムに活用して配信

機会ロスの低減

Cookieに依存しない
ユーザー行動の計測

より正確な
ユーザーデータの取得

グローバルに蓄積した
ロイヤルユーザーのデータ

より優良な
ユーザーの発見

接続先メディアの
量と質

より効率の良い面に
広告を配信

ユーザー獲得において
高効率を誇るFacebook。
Facebook配信での優位性

尐ない作業負荷で
大量の広告を配信

博報堂ＤＹグループの
顧客基盤

ナショナルクライアント
へのアプローチ

【ご参考】スマートフォン アプリプロモーションプラットフォーム「Fiksu」の特徴
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1Q

2014年9月期
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（単位：2013年9月期3Qを1.0として）

DemandSide Platform

サーチで蓄積した広告運用ノウハウを応用 運用型ディスプレイ広告

DSP※を活用した広告、アドネットワークや動画広告等、新たな配信手法や
フォーマットを活用した広告が成長中。
本領域は、動画広告を中心にナショナルクライアントの広告ニーズと親和性が高い。

V専門部署「アドパフォーマンス支援本部」の設立
Vサーチで蓄積した広告運用力
V博報堂ＤＹグループのナショナルクライアント基盤の活用

アイレップのDSPを活用した広告 売上高 アイレップの動画広告 売上高
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4 
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3Q

2013年9月期
4Q

2014年9月期
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2014年9月期
2Q

2014年9月期
3Q

（単位：2013年9月期3Qを1.0として）

（Google プラットフォーム）

市場

優位性

13

課題
当社の持つ広い
顧客基盤への
カバレッジ拡大
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アイレップのソリューションビジネス 売上高推移

0
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2013年9月期
3Q

2013年9月期
4Q

2014年9月期
1Q

2014年9月期
2Q

2014年9月期
3Q

（単位：百万円）

サービスラインナップと販路の強化 ソリューションビジネス

旧来の「外部リンク施策」を中心としたSEO市場が縮小する一方、
サイト構造や情報の設計等の「内部施策」や企業が保有するデジタル資産を
活用する「コンテンツマーケティング」等のニーズが拡大。

市場

優位性

V日本唯一の専門シンクタンク「SEM総合研究所」を保持
V高いコンサルティング品質
V外部との連携による多様なサービスラインナップや販売チャネル

40%
約

高品質なサービスと
外部とのM&A・連携
による更なる拡大

課題

成長を促進す
るための機動
的なアライアン
スと人員配置
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2014 6 30

海外メディアネットワーク ベトナムでの取組み

2014年7月にベトナムMOORE（ムーア）社
の子会社化（予定）を発表。

同社は広告代理事業に加えて、アﾄﾞネット
ワークや、アフィリエイトASP等のアドテクノ
ロジーをベースとしたサービス等、様々な成
長機会を有する。

29カ国・33サービスの
ネットワーク

国内で培った運用ノウハウを水平展開 グローバルビジネス

世界最大規模で安定的な成長が期待できる米国。一方でまだ規模は小さいものの
今後の大きな成長が期待できるAPACや中国などの新興国マーケットが存在。

市場

優位性
Vグローバルに利用されているGoogle プラットフォームへの深い知見
V世界第2位の規模の日本市場において蓄積した広告運用力
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（単位：人）

/

2014年

9月期 2Q

2012年

9月期 3Q

2012年

9月期 4Q

2013年

9月期 2Q

2013年

9月期 1Q

2013年

9月期 3Q

2013年

9月期 4Q

2014年

9月期 1Q

2014年

9月期 3Q

戦略的な人材の採用と配置

採用した人材は、成長領域や事業効率向上に関する領域へ、
戦略的に配置。

アイレップグループ全体の従業員数β

新領域※2人材

14%増加
１３/９月期末比
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3. APPENDIX
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サービス別連結売上高（四半期）

18

～2013/9月期

リスティング広告

2014/9月期～

SEO

Webコンサルティング

インターネット広告

広告代理

ソリューション

ツール

2013年9月期
3Q

2013年9月期
4Q

2014年9月期
1Q

2014年9月期
2Q

2014年9月期
3Q

増減
（2014年3Qvs 
2013年3Q )

■ 広告代理 10,599 12,135 12,529 14,418 12,127 14.4%

■ ソリューション 264 333 298 361 372 40.9%

■ ツール 97 106 94 115 88 －9.3%

その他 9 9 10 9 9 0.0%

合計 10,969 12,583 12,931 14,903 12,598 14.9%

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

2013年9月期末 2014年9月期 3Q末 増減率

流動資産 10,553 10,024 -5.0%

現金及び預金 3,608 3,314 -8.1%

受取手形及び売掛金 6,514 6,496 -0.3%

固定資産 1,085 1,294 19.3%

有形固定資産 233 198 -15.0%

無形固定資産 298 417 39.9%

投資その他の資産 553 678 22.6%

資産合計 11,638 11,318 -2.7%

流動負債 8,096 7,441 -8.1%

買掛金 6,020 5,619 -6.7%

短期借入金 1,000 1,000 0.0%

固定負債 31 40 29.0%

負債合計 8,128 7,481 -8.0%

株主資本 3,428 3,618 5.5%

資本金 549 549 0.0%

利益剰余金 2,385 2,574 7.9%

純資産合計 3,510 3,836 9.3%

負債純資産合計 11,638 11,318 -2.7%

バランスシート （サマリー）

19
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業種別売上高構成比

2014年9月期3Q 
顧客業種別売上高構成比

2013年
9月期

3Q

2013年
9月期

4Q

2014年
9月期

1Q

2014年
9月期

2Q

2014年
9月期

3Q

人材/教育 17.1% 24.3% 23.8% 22.2% 22.7%

旅行 23.9% 22.4% 20.5% 19.0% 16.9%

小売/通販 14.6% 12.5% 15.5% 14.6% 16.6%

メディア 12.5% 12.6% 12.5% 11.4% 13.1%

丌動産 9.4% 10.9% 8.9% 14.0% 9.4%

自動車 5.3% 5.2% 4.4% 5.8% 7.0%

金融 4.7% 2.8% 3.2% 3.0% 4.2%

広告 2.9% 2.4% 3.6% 3.0% 3.0%

ネットサービス 3.1% 2.8% 3.0% 2.8% 2.4%

美容健康 1.5% 1.2% 1.2% 0.6% 1.1%

その他 5.0% 2.9% 3.4% 3.6% 3.7%

20
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2012
2012

21

国内インターネット広告市場

3,224
3,628 3,514 3,757 3,532 3,238 3,081

1,367

1,745
1,934

2,320 2,657

3,391 4,122
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 列2

インターネット関連広告（左軸） 検索連動広告（左軸） 検索連動広告比率（右軸）

（単位：億円）

運用型
広告

非運用型
広告

（単位：%）
運用型広告比率

57.2 %

国内インターネット広告市場（媒体費のみ）の推移
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社名 株式会社アイレップ (IREP Co., Ltd.)

設立 1997年11月

事業内容
□デジタルマーケティング領域
□デジタルメディア領域

資本金 5億4,926万円

所在地
（本社）東京都千代田区永田町二丁目11番1号 山王パークタワー7F
（営業所）名古屋、大阪、福岡 （オペレーションセンター）クオリティマネジメントセンター高知

売上高
249億8千万円（2011年9月期・連結）
377億6千万円（2012年9月期・連結）
473億9千万円（2013年9月期・連結）

従業員数 486名（グループ全体※）

役員

代表取締役社長 紺野俊介
取締役 渡辺隆広
取締役 永井敦
取締役 下山哲平
社外取締役 矢嶋弘毅
社外取締役 島田雅也
社外取締役 三神正樹
常勤監査役 大塚彰
監査役 星野克美
監査役 大武正史
監査役 寺井久春

決算期 9月

主要株主
デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社
髙山雅行
株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ

監査法人 有限責任 あずさ監査法人

2014 6 30
/

22

会社概要
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「総合住宅展示場」

「ちゃちゃめし」

23

事業内容

企業理念と事業ドメイン デジタルマーケティング領域の商流
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運用力

入札額と広告品質を調整して、広告効果を最大化する「運用力」が
当社の強みの源泉。

24

入札額
品質
スコア

広告
ランク

A社 ¥80 15 1位

B社 ¥100 10 2位

例） Google AdWords における広告ランクのイメージ

入札額が低くても、
品質スコアが高い場
合は上位に掲載さ
れる傾向にある

入札額
広告
品質

当社の強み ～広告の運用力～

リスティング広告（検索連動型広告）

2014 7 29 http://www.google.co.jp 



Copyright(C) 2014 IREP Co., Ltd. All Rights Reserved.

経営理念 「クライアントと向き合い成果を最大化する」が組織に浸透

人的資産 優秀なコンサルタントやリサーチャー、サービス開発者や技術者を擁する

ユーザー資産 「キーワード」を中心としたインターネット上でのユーザー行動に関する知見

顧客資産 一定の業界に偏らない先進的なクライアントとの良好な関係

組織資産 国内外の媒体や技術動向等を収集し、すばやく事業に展開する体制

技術開発資産 デジタルマーケティング事業を革新するシステムの開発力

グループ資産 事業機会の創出と業務の効率化を可能にするグループ各社との連携

ユーザー資産人的資産

技術開発資産組織資産 グループ資産

経営理念

顧客資産

25

成長をもたらす資産
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【ご参考】 IRサイトのご案内

http://www.irep.co.jp/ir/

http://www.irep.co.jp/ir/investor/interview.html

社員インタビューを掲載し、当社の強みや今後の展開を多様な
視点でリポートしています。

最新のIR情報をお届けします

IRに関する最新情報を、
ご登録アドレスに随時送付いたします。
是非ご登録ください。
詳細は、当社IRサイトをご覧ください。

26
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【ご参考】 企業活動の幅を広げる取り組み

http://www.ecology-life.jp/

エコサイトの運営により、
環境の輪の拡大を目指しています。

27

子どものための「“けんさく”きょうしつ」を
丌定期で開催。ネットリテラシー向上へ
の寄不を目指します。
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